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本書は，グラウンデッドセオリーアプローチ（GTA）の実践的な
理解を得るために，2005（平成 17）年 9 月に出版された著作を大幅
に修正・加筆した増補版である。すでに旧版が GTA の入門書かつ
実践書として高い評価を得ており，いまさら余計な書評は不必要か
とも思われるが，質的研究を，適当にではなく，正しく学びたいと
いう人のために，簡単に紹介したい。

編者である戈木氏が述べているように，本書は質的研究の初心者
（自信のない者を含む）および質的研究の教育担当者を読者に想定し
ている。実際のゼミを土台にしているため，GTA が極めてわかり
やすい方法であると実感できる。その理由は，学生のデータ解釈に
おける失敗例が，成功例（恐らく）とともに記載されているからであ

る。上手くできた例は，案外と理解しにくいものであるが，失敗例
は現実に自分でもやりそうなことであり，かえって学ぶべきことが
多いものなのである。

本書の構成は，10 の SESSION，4 つの SIDE NOTE，および実
際のデータ分析の例に使用するための 2 つのデータ提示からなって
いる。旧版とほぼ同じ構成であるが，SIDE NOTE の 1 つには，分
析支援ソフトの説明として「ATLAS.ti」の簡単な紹介が追加されて
いる。

まず最初に，量的研究に統計学があるように，質的研究にも方法
論が必要であることが指摘されており，GTA によるデータ分析の
概略が述べられている。次にデータの収集方法として，インタ
ビュー法と参加観察法について，注意点とともに実際的な手順が説
明されている。GTA で重要な役割を果たすプロパティとディメン
ションに関しては，具体的に詳細な説明がされており，極めて理解
しやすい。その後は，実際の GTA のプロセスにしたがって説明さ
れている。すなわち，データの読み込み，切片化，ラベル名をつけ
る，カテゴリーにまとめる（アクシャルコーディング），比較と理論
的サンプリングおよび理論的飽和，パラダイムとカテゴリー関連図
および理論の構築（セレクティブコーディング）について，それぞれ
方法論の説明と例題による説明がバランスよく配置されている。最
後に，インタビュー法によるデータ分析と参加観察法によるデータ
分析について，それぞれまとめて解説されている。

このように本書では，実際にゼミに参加しているように GTA を
体験的に学習し，理解できるように，さまざまな工夫がなされてお
り，楽しく GTA が頭に入っていくことだろう。最後に，A. ストラ
ウス氏に直接学んだ戈木氏ではあるが，本書の GTA は，理論構築
をより容易にできるように，概念のプロパティとディメンションに
重点をおいた戈木流である点を強調しておきたい。プロパティと
ディメンションを使うことで概念の把握が容易になり，質的研究に
これほど有用であることを，多くの研究者に実感してもらいたい。
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